
カキやカンピョウ…
高校生ならではの発想と
地元企業の協力で
相生発特産品を開発

相生から特産品を！
　塩で知られる赤穂、そうめんやしょう
ゆが有名な龍野など隣接する地域と
比べ相生には目立った特産品が見当
たりません。異業種交流プロジェクト
は、相生にある道の駅・海の駅「あい
おい白龍（ペーロン）城」の担当者の
そんな問題意識からスタートしました。
　メンバーについては、地元の生産
者、農水産物加工業者だけでなく、新
しい発想を取り入れようと県立相生産
業高校の生徒にも参加してもらいまし
た。当時、同校には統廃合のうわさが
あり、これを跳ね返そうと生徒たちによ
る広報ボランティアチーム「ティピアス」
が発足。その生徒たちが中心になって
商品開発を行うことが決まりました。
　ティピアスでは、プロジェクトチームの
メンバーから相生産の農水産物や加
工品についてヒアリングを受けた上で、
それらを使ってどんな特産品ができる
のかアイデアを練っていきました。
　「ゆずみそポン！」は、播磨灘産のカ
キに合うように開発された調味料で、
「カキに味がしっかり絡むようとろみを
つけた」のが特長です。また、水産加
工業者がカキを蒸す際に出るカキエキ
スが大量に廃棄されていることを知り、
これを活用して誕生したのが「ふりカ

キ」。地元の子どもたちに早くから特産
のカキに親しんでほしいとの思いから、
ふりかけを発案。かつお節にエキスを
染み込ませる技術を持つ食品加工メ
ーカーの協力を得て、子どもでも食べ
やすいよう、カキの風味はあえて抑えめ
にして商品化したそうです。

「ふりカキ」がグランプリを獲得
　この「ふりカキ」が、食品商社主催の
「商業高校フードグランプリ2018」と、
西播磨県民局主催の「西播磨フード
セレクション2018」で相次いで大賞、
グランプリを受賞しました。その食品商
社のルートにより大手スーパーで販売
する機会を得て、大きな話題を呼びま
した。
　商品開発は2016、17年度の県とひ
ょうご産業活性化センターの異業種
交流活性化支援事
業を活用して行われ
ました。商品への高
い評価を受け、19、
20年度は同事業の
ステップアップ枠を新
たに活用し、販路開
拓と新たな商品開発
に取り組んでいるとこ
ろです。

　これまでに開発した商品の数は約
10に上ります。中でも売り上げを伸ばし
ているのは「ゆずみそポン！」と「ふりカ
キ」の2商品。それぞれ矢木醤油株式
会社、株式会社マルト水産の商品とし
て販売し、ラベルには「相産高校生と
共に創る相生特産品開発プロジェク
ト」の名が冠されています。市内の道
の駅、ホテルのほか、JR相生駅前の
「あいおい情報ラウンジ」などで販売さ
れています。

新商品は「かんぴょうロールケーキ」
　ティピアスは今年から広報部として
校内部活動に格上げされ、取り組みも
パワーアップしています。同校2年生の
部員、小松真緒さん、横川未来さんは
共にティピアスの活動にあこがれ入学
したとのこと。現在は新たな商品の開
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発に向け試作を重ね、カキを使ったマ
ヨネーズや、相生の伝統野菜「相生
野瀬（のせ）かんぴょう」を使ったロー
ルケーキを考案中。「開発した商品が

相生市内だけではなく、全国で発売さ
れるような商品となるよう頑張りたい」
と二人は口をそろえます。
　今年末には東京・秋葉原の日本百

貨店しょくひんかんで行われる展示会
に相生特産品コーナーを設け、新開発
した商品や「ふりカキ」を販売し、相生
をPRする予定です。

異業種交流活性化支援
今月の支援メニュー

所在地　相生市那波南本町8-55
　　　　株式会社あいおいアクアポリス内
　　　　（道の駅・海の駅「あいおい白龍城」）

代表　平林秀俊
TEL 0791-23-5995

組織概要
相生特産品開発プロジェクトチーム

ひょうご発のイノベーションを起こそう！
支援メニュー講座 異業種交流活性化支援

問い合わせは ひょうご産業活性化センター創業推進部　異業種連携相談室 078-977-9073

(1) 対象事業
　�　異なる業種の中小企業者等で構成されるグループが実施する新分野進出、新商品・新サービス・新技
術開発、販路開拓等をテーマにした異業種交流事業

(2) 支援の内容
　①異業種交流事業に必要な経費の補助（県補助金）
　　◦補助期間：2年以内
　　・補　助　額：1グループあたり上限額1,500千円／2年間（補助率：定額）
　　・補助対象者：�県内の商工会議所、商工会、兵庫県中小企業団体中央会、兵庫工業会、兵庫県工業

技術振興協議会の会員企業を中心メンバーとして活動する異業種交流グループ
　②ひょうご産業活性化センターによる各種支援の実施
　　・相談窓口の設置（異業種連携相談室）
　　・�各分野の専門家（製造・販売・金融・技術・デザイン等）からなる異業種連携アドバイザー等による

専門的な助言の実施
　　・異業種グループの連携・交流促進（活動事例報告会、交流会、課題解決セミナー等）

異業種交流活性化支援事業の概要


